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チャレンジ！夢に向かって
～ふるさとを愛し、一人一人が「か・が・や・く」国見の子の育成～

全校音楽劇に向けてのメッセージが届きました！！

先日、「太田村物語」の著者、○○○○（○○○）氏のご息女、○○さんから全校音
楽劇に向けてのメッセージが届きました。保護者の皆様にも紹介いたします。

大仙市立太田北小学校 児童の皆様 校長先生はじめ諸先生、職員の皆様
太田出身の父とともに眺めた、太田から見える、あの美しい山々の緑を思い出して

います。東京では日ごとに秋の気配が深まってまいりましたが、皆様におかれまして
は変わらずお過ごしでいらっしゃいますか。
この度は、第18回「スイミーⅢ 海の仲間のレスキュー大作戦～ひとりはみんな

のために、みんなはひとりのために～」の公演の開催、本当におめでとうございます。
児童の皆さんの全校音楽劇の公演への取り組みにつきましては、貴校のホームペー

ジや太田出身者の集い「ふるさと太田会」からいただく報告、そして、東今泉在住の
大信田哲男様からのご連絡を通して、日頃の学校生活の様子とともに伺っています。
太田の出身ではない私ではありますが、皆さんとこうして交流できることは大変うれ
しく、日々の励みになっております。
私は、太田北小学校（旧国見小学校）卒業生である○○○○の娘の○○と申します。

父は、家庭の事情で国見小学校を卒業後、太田中学校で２年生になる春に東京へ転校
し、その後は東京を拠点に生活をしていました。中高の体育教師を務める傍ら、著述
活動にも励み、平成11年には太田での生活を綴った「太田村物語」を鳥影社より出
版いたしました。
私自身は東京で生まれ育ちましたが、訪れるたびにあたたかく迎えてくださる太田

にお住まいの皆さんのやさしさ、そして父との会話で触れる四季折々の太田の魅力に、
住む場所は違えど、太田との心のつながりを感じてきました。
残念ながら、父は令和３年の１月に他界しましたが、今なお天から、太田の幸せと

発展を願いエールを送っているのではないかと感じざるを得ません。それほど、父は
ふる里である太田を愛し、大切に想っていました。
私は今、ドラマエデュケーション（演劇教育）を用いた研修会社を仲間とともに運

営しています。演劇に近いところで日々を過ごすなかで、全校一丸となって音楽劇を
創り上げることは本当に大変だろうと、感謝と感動の気持ちが込み上げてきます。活
動を続けてくださり、本当にありがとうございます。
どうか練習も本番も、目一杯楽しんで、心一杯の思い出になりますよう願っており

ます。公演当日は、東京から拝見しに伺います。今年もまた、舞台上での輝く皆さん
と出会えることを、心から楽しみにしています。

令和６年10月吉日 太田北小学校（旧国見小学校）卒業 ○○○○ 娘 ○○

連絡
10月30日に配付した「音楽劇リハーサル（11月９日）及び本公演（11月10日）の

集合、帰宅方法について」、明日11月７日（木）までの提出をお願いしています。提出
いただいていない場合は、お子さんを通じて学級担任までお願いします。また、例年、
保護者に本公演当日のボランティア依頼を行っていましたが、保護者（家族）受付のみ
ＰＴＡ研修部の事業として○○○○○さん、○○○さんにお願いし、それ以外について
は職員で対応します。全校音楽劇は学習指導要領で示されている特別活動の文化的行事
の一つである学習発表会として行います。お子さんの成長した姿をぜひ御覧ください。


